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中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
の
研
究
史
に
つ
い
て

菅

野

博

史

序

(
1

)
中

国
仏
教
と
経
疏

中
国

で
は
二
世
紀
半
ば
頃
か
ら
仏
典

の
漢
訳
が
開
始
さ
れ
、
中
国
人
が
中
国
語
に
よ

っ
て
仏
教
を
学
ぶ

こ
と

が
で
き

る
よ
う

に
な

っ
た
。
仏

典
は
大
き

く
分
け
る
と
経

・
律

・
論

の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
し
だ

い
に
仏
教

の
研
究
が
進
む
と
、
経

・
律

・
論

の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す

る
注

釈

書
が
制

作
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
す

で
に
中
国
で
は
儒
教
古
典

に
対
す

る
注
釈

の
伝
統
が
あ
り
、
そ

の
伝
統
が
仏
典

の
注
釈
書

の
制
作
を

促
し
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
南
北
朝
時
代
か
ら
階
唐
時
代

に
か
け
て
盛
ん
に
な

っ
た
仏
典

の
注
釈
は
か
え

っ
て
同
時
代

の
儒
教
古
典

の
注
釈
を

質
量
と
も
に
凌
駕
す
る
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

仏
典

の
中
で
も
、
経
が
釈
尊

の
思
想
を
学

ぶ
上
で
最
良

の
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
、
最
も
熱
心

に
経

の
注
釈
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま

た
、
す

で
に
述

べ
た
よ
う

に
、
中
国

の
注
釈

の
伝
統

の
影
響
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
人
仏
教
徒

は
自

己

の
思
想
を
展
開
す

る
場
合

、

必
ず
し
も
独
立

の
書
を
執
筆
す
る
の
で
は
な
く
、
経
の
注
釈
と

い
う
形
式
を
墨
守
す

る
中

で
、
自
己

の
思
想
を
表
明
す
る
と

い
う
傾
向
が
強
く
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見
ら
れ
た

の
で
あ

る
。

た
と
え

ば
、
階

の
三
大
法
師
と
言
わ
れ
る
浄
影
寺
慧
遠

(五
二
一ニ
ー
五
九
二
)、
天
台
大
師
智
顕

(
五
三
八
ー
五
九
七
)、
嘉
祥
大
師
吉
蔵

(
五
四

九
-
六
二
三
)
の
著
作

に
お

い
て
、
経

の
注
釈
書

の
占

め
る
分
量
は
か
な
り

の
割
合

で
あ
り
、
吉
蔵

の
場
合
を
具
体
的

に
調

べ
る
と
、
二
十

五

部

の
著
作

の
う

ち
、
十
八
部
が
経

の
注
釈
書

で
あ
り
、
『
華
厳
経
』
『
維
摩
経
』
『
勝
鍵

経
』
『
金
光
明
経
』
『
無
量
寿

経
』
『
観
無
量
寿
経
』
『
大

品
般
若
経
』
『
金
剛
般
若
経
』
『
仁
王
般
若
経
』
『
法
華
経
』
『
浬
葉
経

』
の
十

一
の
大
乗
経
典
に
対
す
る
注
釈
書

で
あ

る
。
ま
た
、
階
代
頃
ま

で

は
、

三
大
法
師

の
よ
う
に
、

一
人

で
多
く

の
経
典

の
注
釈
書
を
著
わ
す
点
が

一
つ
の
特
色
と
な

っ
て

い
る
。
換
言
す

れ
ば
、
ど
れ
か
特
定

の
経

典
を
選
択
す
る

の
で
は
な
く
、
吉
蔵

の
場
合
に
挙
げ
た
よ
う
な
大
乗
経
典

の
代
表
的
な
も

の
に
対
し

て
、
偏
り
な
く
取
り
組
む
姿
勢

が
見
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

上

に
述

べ
た
よ
う

に
、
中
国

に
は
経
典

の
注
釈
書
が
多
数
存
在
す

る
。
し
た
が

っ
て
、

一
つ
の
経
典

の
注
釈
書
が
複
数
存
在
す
る
場
合
も
少

な
く

な
く
、
あ

る
経
典
が
中
国
で
ど

の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
て

い
っ
た
か
と

い
う
解
釈

の
変
遷
が
研
究

の
課
題
と

な
る
の
で
あ
る
。
『
法
華
経
』

も
そ

の
よ
う
な
例

の
典
型
的
な
も

の
で
あ

る
。

(
2
)
中
国

に
お
け
る
法
華
経
疏

『
法
華
経
』

は
代
表
的
な
大
乗
経
典

の

一
つ
と

し
て
、
イ

ン
ド
、
中
国
、
日
本
に
お

い
て
広
く
人

々
の
信
仰
を
集

め
て
き
た

こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
が
、
中
国
に
は
二
八
六
年
、
竺
法
護

(生
年
お
よ
そ
二
三
〇
年
代
で
、
七
+
八
歳
示
寂
)
に
よ

っ
て

『
正
法
華
経
』
と
し

て
漢
訳
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ

の
経
典
は
訳
文
が
難
解

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
よ
り
根
本
的
に
は
当
時

の
仏
教
学

の
中
心
が
般
若
教
学
で
あ

っ
た
こ
と
等

の
理

由
に
よ

っ
て
、

そ
れ

ほ
ど
仏
教
界

の
注
目
を
喚
起

す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
言
え

る
。
と

こ
ろ
が
、
時
代

が
下

っ
て
鳩
摩
羅
什

(三
四
四
-
四

一
三
、
あ
る
い
は
三
五
〇
ー
四
〇
九
)
に
よ

っ
て
、

四
〇
六
年

、
『妙
法
蓮
華
経
』
が
訳
出
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
よ
う

や
く
時
代

の
脚
光
を
浴
び

る

よ
う

に
な
り
、
多
く

の
人
に
よ

っ
て
研
究
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
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今
、
現
存
す
る

『
法
華
経
』

の
注
釈
書
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
最
古

の
も

の
と
し

て
、
、
竺
道
生

(三
五
五
頃
ー
四
三
四
)
の

『
妙
法
蓮
花
経
疏
』

が
あ

る
。
道
生
は
鳩
摩
羅
什

の
門
下

で
、
閲
提
成
仏
説

(法
顕
将
来
の

『
六
巻
泥
湛
経
』
は

一
閲
提
の
成
仏
に
は
否
定
的
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
道
生
は
経
に
背
く
も
の
と
非
難
さ
れ
な
が
ら
、
曇
無
識
訳

『大
般
浬
葉
経
』
四
十
巻
の
思
想
を
先
取
り
し
て
、

一
關
提
も
仏
性
を
有
し
終
に
は
成
仏

す
る
と
い
う
説
を
主
張
)
や
頓
悟
説

(仏
教
の
真
理
は
不
可
分
、
唯

一
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
真
理
を
部
分
的
、
段
階
的
に
悟
る
と
い
う
漸
悟
説
を
批

判
し
、
修
行
の
段
階
的
進
展
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
と
悟
り
に
関
し
て
は
、
悟
る
か
悟
ら
な
い
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
を
主
張
)
に
よ

っ
て
、

そ

の
独
創
的

か

つ
透
徹

し
た
仏
教
理
解
を
高
く
評
価
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。

次

に
、
光
宅
寺
法
雲

(
四
六
七
-
五
二
九
)
の

『
法
華
義
記
』
(法
雲
の
親
撰
で
は
な
く
、
弟
子
が
筆
録
し
た
も
の
)
が
あ
る
。
法

雲
は
、

開
善
寺

智
蔵

(
四
五
八
-

五
二
二
)
や
荘

厳
寺
僧

昊

(四
六
七
1
五
二
七
)
と
と

も
に
梁

の
三
大
法
師
と
呼
ば
れ
た
人

で
、

そ

の
法
華
学

は
南
北
朝
時
代

(江
南
に
お
い
て
成
立
し
た
宋
王
朝

(
四
二
〇
1
四
七
九
)
と
華
北
を
統

一
し
た
北
魏
王
朝
が
拮
抗
併
立
し
た
五
世
紀
前
半
か
ら
、
階
の
文
帝
に
よ
っ
て
南
北
が

統

　
さ
れ
る
西
暦
五
八
九
年
ま
で
の
時
代
)
を
通
じ

て
第

一
級

の
も

の
で
あ

っ
た
。
天
台
大
師
智
顕

も
そ

の
著

『
法
華
玄
義
』
に
お

い
て
、
妙
法

の
解
釈

に

つ
い
て
、
「
昔
か
ら
今
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
に

つ
い
て
、
世
間
で
は
光
宅
寺
法
雲
を
も

っ
と
も
す
ぐ
れ
て

い
る
と
見
な
し
て

い

る
」
(大
正
三
三

・
六
九

一
下
)
と

い
う
見
地
か
ら
、
古

い
時
代

の
解
釈
を
法
雲
に
代
表
さ
せ
て
、
こ
れ
を
批
判
し

て
い
る
ほ
ど
で
あ

る
。

次

に
、
そ

の
智
顕

に
は
、
『
法
華
玄
義
』

の
ほ
か
に
、
法
華
経

の
随
文
解
釈

で
あ

る

『
法
華
文
句
』
が
あ

る
が
、
実

は
こ
の
二
著
は
智
頻

の

親
撰

で
は
な
く
、
弟

子
の
章
安
大
師
灌
頂

(
五
六

一
-
六
三
二
)
が
智
顕

の
講
義
を
筆
録
し
た
も

の
を
、
後
に
整
理
し

て
完
成
し
た
も

の
と
言
わ

れ
て

い
る
。
そ

の
成
立

に
関
し
て
は
、
後

に
紹
介
す
る
よ
う
に
平
井
俊
榮
氏

の
画
期
的
な
研
究
が
あ

る
。

次

に
、
三
論
学
派

(龍
樹
の

『
中
論
』
『
+
二
門
論
』、
そ
の
弟
子
の
提
婆
の

『
百
論
』
の
三
論
を
重
視
す
る
学
派
)
の
大
成
者
で
あ
る
嘉
祥
大
師
吉
蔵

に
は
、
『
法
華
玄
論
』
『
法
華
義
疏
』
『
法
華
遊
意
』
『法
華
統
略
』
が
あ
り
、
最
も
多
く

の

『
法
華
経
』
の
注
釈
書
を
著
わ
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

最
後

に
、
法
相
宗

の
慈
恩
大
師
基

(六
三
ニ
ー
六
八
二
)
に
は

『
法
華
玄
賛
』
が
あ

る
。

こ
れ
ら

の
人

々
は

い
ず
れ
も
中
国
仏
教
史
上
著
名
な
仏
教
徒
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
宗
教
的
、
学
問
的
立
場

か
ら

『
法
華
経
』

の
研
究
に
取



り
組

ん
だ

の
で
あ
る
。

本
論

中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
の
研
究
史

上
に
挙
げ
た
代
表
的
な
法
華
経
疏
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
本
稿
で
は
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
研
究
の
み
を
紹
介
す

る
。

中国における法華経疏の研究史についてfi3

(
1
)
山
川
智
応

『法
華

思
想
史
上

の
日
蓮
聖
人
』
(新
潮
社
、

一
九
三
四
年
/
浄
妙
全
集
刊
行
会
、

一
九
七
八
年
)

本
書

の
目
的

は
日
蓮

の
法
華
思
想
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
、
そ

の
思
想

・
宗
教
に
対
す
る
考
察
に
あ

る
。
前
者

の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
イ

ン
ド
に
お
け
る
法
華
経
思
想
と
中
国
に
お
け
る
法
華
経
思
想
と
を
考
察
し

て
い
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
も

の
は
、
第

一
部

・
第
三
編

の
中
国

に
お
け
る
法
華
経
思
想

の
部
分

で
あ

る
。

そ
の
第
三
編

の
内
容
目
次
を
紹
介
す

る
と
次

の
よ
う

で
あ

る
。

第 第
第 二 第 第 第 第 一
一 章 四 三 ニ ー 章

節 節 節 節 節

法
華
正
系
思
想
の
確
立
以
前

竺
法
護
及
び
そ
の
門
流
の
法
華
経
観

鳩
摩
羅
什
及
び
そ
の
門
流
の
法
華
経
観

光
宅
寺
法
雲
の
法
華
経
観

嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
法
華
経
観

法
華
正
系
思
想
の
確
立

天
台
大
師
智
顕
の
法
華
経
観
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第
第 第 第 三 第 第
三 ニ ー 章 三 二
節 節 節 節 節

妙
楽
大
師
湛
然
の
法
華
経
観

四
明
尊
者
知
礼
の
法
華
経
観

法
華
傍
系
思
想
の
台
頭

慈
恩
大
師
窺
基
の
法
華
経
観

賢
首
大
師
法
蔵
及
び
清
涼
大
師
澄
観
の
法
華
経
観

三
蔵
善
無
畏
及
び
大
広
智
三
蔵
不
空
の
法
華
経
観

目
次
を

一
覧

し
て
分
か

る
よ
う

に
、
山
川
智
応
氏

は
智
顕

お
よ
び
、
そ

の
門
流

の
法
華
経
観
を

『法
華
経
』

の
正
統
な
解
釈
と
認
め
、
智
顎

以
前

の
道
生
、
法
雲
、
吉
蔵
な
ど
を

「
法
華
正
系
思
想

の
確
立
以
前
」
と
し
て

一
括
し
て
扱

い
、
ま
た
智
顕

の
法
華
経
観

に
反
対
す

る
解
釈
を

「
法
華

傍
系
思
想
」
と
し
て

一
括

し
、
法

相
宗

の
基
、
華
厳
宗

の
法
蔵
、
澄
観
、
密
教
経
典

の
翻
訳
家

の
善
無
畏
三
蔵
、
不
空

三
蔵
な
ど

の
解

釈
を
扱

っ
て
い
る
。
山
川
氏
が
中
国

の
仏
教
徒

の
法
華
経
観
を
整
理
す

る
方
法

の

一
つ
の
特
色

は
、
『
法
華
経
』
二
十
八
品

の
各
品

の
重
要
な

教
義

に
対
す
る
各
人

の
解
釈
を
見
て

い
く

こ
と

で
あ

る
。

山
川
氏
が
中
国

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
徒

の

『
法
華
経

』
解
釈
を
通
覧

し
た
こ
と

は
、
彼
以
前
に
見
ら
れ
な
か

っ
た
彼

の
業
績

で
あ
る

こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
多
く

の
思
想
家

の

『
法
華
経
』
解
釈
に
対
す

る
山
川
氏

の
着
眼
点

や
個

々
の
理
解

に
は
今

で
も
見

る

べ
き
も

の
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
彼
が
智
顎

の
解
釈
を
正
統
視
し
、
そ

の
立
場
か
ら
他

の
解
釈
を
低
く
評
価
し
て

い
る
点

に
は
、

智
頻
と
そ
れ
以
外

の
人
と

の
客
観
的
な
比
較
を
必
ず

し
も
経
由

し
て
い
な

い
場
合
も
あ
り
、

や
や
行
き
過
ぎ

の
感
を
否
め
な

い
。
と
く

に
、
後

述
す

る
平
井
俊
榮
氏

の
研
究

に
よ

っ
て
、
灌
頂

に
よ

っ
て
ま
と

め
ら
れ
た

『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句

』
、の
中

に
吉
蔵

の
法
華
疏

の
大
き
な
影

響

の
あ

る
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
現
在

の
研
究
状
況

に
お

い
て
は
、
山
川
氏

の
吉
蔵

に
対
す

る
研
究
は
す

で
に
時
代
遅
れ

の
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
紙
数
で
大
勢

の
人

の

『
法
華
経
』
解
釈
を
扱

っ
た
た
め
に
、
全
体
的
に
大
ざ

っ
ぱ
な
概
論
風

の
叙
述
に
な

っ
て

い
る
。



(
2
)
日
下
大
療

『
台
学
指
針
ー

法
華
玄
義
提
綱

』
(興
教
書
院
、

本
書
は

『法
華
玄
義
』
全
体

の
内
容
を
解
説
し
た
も

の
で
あ

る
。

一
九
三
六
年
/
百
華
苑
、

一
九
七
六
年
)

中国における法華経疏の研究史について65

(
3
)
塩
田
義

遜

『
法
華
教
学
史

の
研
究
』
(
地
方
書
院
、

一
九
六
〇
年
)

本
書
は
山
川
智
応
氏

の
前
掲
書
と
同
様

に
、
イ

ン
ド
、
中
国
、
日
本

に
わ
た
る
法
華
思
想
史
を
研
究
し
た
も

の
で
あ

る
。

題
で
あ

る
中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏

の
研
究
に
関
連
す

る
、
「
第

二
編

中
国
鐙
仰
史
」

の
内
容
目
次
を
紹
介

す
る
。

第 第 第 第
第 第 四 第 第 三 第 第 二 第 第 一
ニ ー 章 ニ ー 章 ニ ー 章 ニ ー 章
節 節 節 節 節 節 節 節

法
華
経
の
漢
訳
と
鐙
仰

法
華
経
の
漢
訳

法
華
経
鐙
仰
の
大
観

中
国
初
期
の
註
家

道
生
の
法
華
経
疏

法
雲
の
法
華
義
記

実
義
開
顕
時
代

南
岳
慧
思
の
教
学

天
台
智
顕
の
法
華
三
大
部

顕
教
交
流
時
代

三
論
吉
蔵
の
法
華
経
疏

法
相
窺
基
の
法
華
玄
賛

い
ま

、
本

稿

の
主
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第
第 第 五 第

節 蛋 章 扉

華
厳
元
暁
の
法
華
宗
要

密
教
交
流
時
代

一
行
阿
閣
梨
の
大
日
経
疏

不
空
三
蔵
の
法
華
観
智
儀
軌

目
次
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
智
頻

の
三
大
部
を

『
法
華
経
』

の
真
実

の
意
義
を
開
顕
し
た
も

の
と
認

め
て
い
る
点

は
山
川
氏

の
前
掲
書
と

同
じ
観
点

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
思
想
家

の
法
華
経
観
を
要
領
よ
く
整
理
し

て
い
る
点

、
現
在

で
も
参

照
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
全
体
的

に
概
論
風

の
叙
述

に
な

っ
て

い
る
点

は
や
む
を
え
な

い
で
あ

ろ
う
。
智
頻

の
三
大
部
と
吉
蔵
疏
と

の
関
連

に

つ
い
て
は
、
山
川
氏

の
研
究

に
対

す
る

の
と
同
じ
評
価
が
下
さ
れ
る
。

(
4
)
佐
藤
哲
英

『
天
台
大
師

の
研
究
』
(百
華
苑
、

一
九
六

一
年
)

本
書

は
智
顎

の
撰
述
、
ま
た

は
講
説
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
す

べ
て
の
著
作

に
対
す

る
文
献
批
判
を
試

み
た
も

の
で
あ
り
、
天
台
教
学
研
究
史

上
、
画
期
的
な
研
究

で
あ

っ
た
。
「
第
三
篇

天
台

三
大
部

の
研
究
」

で
は
、
三
大
部

の
成
立
過
程
を
詳

し
く
考
察
し

て
い
る
。
『
法
華
玄
義
』

に

つ
い
て
は
、
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論

』
と

の
関
連
、
『
法
華
文
句
』
に

つ
い
て
は
、
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論

』
『
法
華
義

疏
』
と

の
関
連

に

つ
い
て

も
指
摘

し

て
い
る
が
、
後

に
紹
介

す
る
平
井
氏

の
批
判

に
も
あ

る
よ
う

に
、
灌
頂
が
吉
蔵

の
法
華
疏
を
参
照
し
、
下
敷
き

に
し

て

『
法
華
文

句
』
を
執
筆
し
た
点

の
解
明
が
ま
だ
徹
底
し

て
い
な

い
欠
点
が
あ

る
。

(
5
)
横
超
慧
日
編
著

『
法
華
思
想
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
六
九
年
)

本
書
は
論
文

集
で
あ
り
、
本
稿

に
関
連
す
る
論
文

は
、
横
超
慧

日

の

「
第

一
部

第
三
章

中
国
に
お
け
る
法
華

思
想
史
」
、
安
藤
俊
雄

の



「
第

二
部

第

二
章

第

一
節

法
華
経
と
天
台
教
学
」

で
あ

る
。

前
者
は
、
第

一
節
を

「
鳩
摩
羅
什
翻
訳
時
代

の
法
華
教
学
」
と
題
し
て
、
鳩
摩
羅
什
、
僧
叡

、
竺
道
生
、
道
融
、
慧
観

の
五
人

の
法
華
経
観

を
ご
く
簡
潔

に
整
理

し
て
い
る
。

こ
れ
は

(
7
)
に
紹
介
す
る
書

に
詳

し

い
研
究
が
別
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
第
三
節
を

「
中
国
に
お
け

る
法

華
経
研
究
」
と

題
し
て
、
法
雲
、
吉
蔵
、
智
頻
、
窺
基

の
四
人

の
法
華
経
観
を
整
理
し
て

い
る
。
全
体
的
に
概
論
風

の
叙
述
に
な

っ
て

い
る
。

(
6
)
坂
本
幸
男
編

『法

華
経
の
中
国
的
展
開
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
二
年
)

本
書
は
論
文
集

で
あ
り
、
本
稿

の
主
題
に
関
連
す

る
論
文
も
多

い
。
関
連
論
文

の
タ
イ
ト

ル
の
み
を
左

に
示
す
。

中国における法華経疏の研究史についてs7

第 第

篇 篇

第

一
章

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

坂
本
幸
雄

「中
国
に
於
け
る
法
華
経
研
究
史
の
研
究
」

横
超
慧
日

「
竺
道
生
の
法
華
思
想
」

田
村
芳
朗

「法
雲
の
法
華
義
記
の
研
究
」

佐
藤
哲
英

「智
顕
の
法
華
玄
義

・
法
華
文
句
の
研
究
」

里
見
泰
穏

「吉
蔵
の
法
華
経
玄
論
に
つ
い
て
」

丸
山
孝
雄

「吉
蔵
の
法
華
義
疏
の
研
究
」

平
川
彰

「道
宣
の
法
華
経
観
」

勝
呂
信
静

「窺
基
の
法
華
玄
賛
に
お
け
る
法
華
経
解
釈
」

日
比
宣
正

「法
華
五
百
問
論
の
研
究
」

水
野
弘
元

「
戒
環
の
法
華
経
要
解
の
研
究
」

浅
井
円
道

「
智
旭
の
法
華
経
会
義
等
の
研
究
」
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(7
)
横
超
慧
日

『法
華
思
想
の
研
究
』
(平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
五
年
)

本
書
は
論
文
集
で
あ
り
、
本
稿
の
主
題
に
関
連
す
る
論
文
は
、
「竺
道
生
撰

『法
華
経
疏
』

説
」
の
二
論
文
で
あ
る
。
前
者
は
序
論
が

「竺
道
生
の
思
想
的
背
景
」
と
題
し
て
、

一

竺
道
生
の
思
想
的
地
位

二

東
晋
時
代
の
正
法
華
経
研
究

三

江
南
支
遁
の
仏
教
学

四

長
安
道
安
の
仏
教
学

五

慧
遠
及
び
羅
什
の
法
華
経
観

六

羅
什
門
下
の
法
華
経
観

の
六
節
か
ら
成
り
、
本
論
は

「竺
道
生
の
法
華
経
疏
」
と
題
し
て
、

一

本
疏
の
組
織
と
成
立
の
由
来

二

教
法
組
織
論

三

法
華
経
の
帰
趣

四

経
題
解
釈

五

一
経
の
分
科

六

表
現
の
理
解

七

三
車
説
と

一
乗
方
便

八

長
寿
の
意
義
と
泥
疸
経

九

結

の
研
究
」
と

「法
華
教
学
に
お
け
る
仏
身
無
常



の
九
節
か
ら
成

る
。
道
生

の
法
華
経
疏
に
関
す
る
最
も
信
頼
で
き
る
研
究
と
し
て
、
そ

の
後

の
学
者

の
研
究

の
確
か
な
礎
石
と
な

っ
た
も

の
で

あ
る
。
鳩
摩
羅
什
と
そ

の
門
下

の
法
華
経
観

に

つ
い
て
も
、
現
在
な
お
そ
の
価
値
を
失

っ
て

い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

後
者

の
論
文

は
、
『
法

華
経
』
に
説
か
れ
る
仏
身

は
無
常

の
存
在

で
あ
り
、
大
乗

の

『
浬
葉
経
』
に
お

い
て
は
じ
め
て
仏
身

の
永
遠
性
が
説

か
れ
る
と
す
る
法
雲

の
説
と
、

そ
れ
に
対
す
る
吉
蔵
、
智
頻

の
批
判
を
整
理
し
た
も

の
で
あ

る
。
要
領
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、
後

の
学
者

の

研
究

の
礎
石
と
な

っ
た
が
、
こ
の
テ
ー

マ
に

つ
い
て
は
、
現
在

で
は
よ
り
詳
し

い
研
究

が
発
表

さ
れ
て

い
る
。

中国における法華経疏の研究史について69

(
8
)
稲
荷
日
宣

『
法
華
経

一
乗
思
想
の
研
究
』
(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
七
五
年
)

本
書

に
は
、
中
国

に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な

『
法
華
経

』
の
科
文

(全
体
の
段
落
分
け
)

解
釈

を
紹
介
し

て
い
る
。
概
論

的
な
内
容
で
あ

る
。

の
紹
介
が
あ
り
、
ま
た
、

一
乗

に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な

(
9
)
丸
山
孝
雄

『
法
華
教
学

研
究
序
説
ー
吉
蔵

に
お
け
る
受
容
と
展
開

ー
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
八
年
)

本
書
は
副
題
に
あ

る
と
お
り
、
吉
蔵

の
法
華
疏

の
研
究
を
集
大
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
書
が
出

る
ま
で
、
吉
蔵

の
法
華
疏

に
関
す

る
研

究
は
そ
れ

ほ
ど
多
く

な
か

っ
た

の
で
、
後

の
学
者

の
研
究

に
大

い
に
刺
激
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
序
論

の
第

二
章

に

「
近
代

日
本
に
お
け

る
中
国
法
華
教
学
の
研
究
-

吉
蔵
を
中
心
と
し
て
ー

」
が
あ
り
、
吉
蔵
の
法
華
疏
に
対
す
る
研
究
史
が
整
理
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。

本
論
は
二
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
第

一
部
は

「法
華
経
開
会
思
想
の
受
容
と
展
開
」
と
題
し
て
、

第

一
章

吉
蔵
の
開
会
思
想
概
観

第
二
章

『法
華
玄
論
』
に
お
け
る
五
乗
と
三
引

第
三
章

五
乗
と
薬
草
喩
品
三
草
二
木

第
四
章

『法
華
義
疏
』
に
お
け
る

一
実
二
権
説
と

一
実
三
権
説
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第
五
章

『
法
華
遊
意
』
に
お
け
る
三
中

一
と

三
外

一

第
六
章

法
華
遊
意

に
お
け
る
仏
身
観

の
六
章
か
ら
成
る
。

第

二
部
は

「
法
華
教
学
研
究
上

の
諸
問
題
」
と
題
し

て
、

四
章
か
ら
成
る
が
、

第

二
章

吉
蔵

の
三
時
説
と
後

五
百
歳

第
三
章

中
国

に
お
け
る
末
法
思
想
と
後

五
百
歳

で
あ
る
。

ま
た
、
巻
末

に
は

『
法
華
遊
意
』

の
訓
読
と
注
が
掲
載

さ
れ

て
い
る
。

本
稿

の
主
題
に
関
連
す

る
論
文

は
、

(
10
)
平
井
俊
榮

『
法
華
文
句

の
成
立

に
関
す
る
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
八
五
年
)

本
書

は
、
天
台
三
大
部

の

一
つ
に
数
え
ら
れ

る

『法
華
文
句
』
が
、
智
顕
亡
き
後
、
弟
子

の
灌
頂

に
よ

っ
て
、
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論
』
『
法

華
義
疏
』

に
全
面
的
に
依
拠
し
、
こ
れ
を
参
照
し
下
敷
き

に
し
て
書

か
れ
た
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
智
顕

の
著
作

に
対

す

る
文
献
批
判
的
研
究

は
上

に
紹
介

し
た
佐
藤
哲
英

に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し

て
護
教
的
な
立
場
を
脱
却
し
て

い
な

い
面
も
見
ら

れ
、
文
献
批
判
が
徹
底
し

て

い
な
か

っ
た
が
、
『
法
華
文
句
』

の
吉
蔵
疏

へ
の
依
存
的
関
係
が
平
井
氏

の
研
究
に
よ

っ
て
徹
底
的

に
解
明
さ
れ

た
。
『
法
華
経
』
に
対
す
る
智
頻
疏
と
吉
蔵
疏
と

の
関
係

に

つ
い
て
の
画
期
的
な
研
究

で
あ
る
の
で
、

や
や
詳

し
く
紹
介
す

る
。

本
書

の
内
容

目
次
を
紹
介
す
る
と
次

の
よ
う

で
あ

る
。

第

一
篇

序
論

智
顕
と
吉
蔵

-
経
典
註
疏
を
め
ぐ

る
諸
問
題

第

一
章

智
頻

の
経
典
註
疏
と
吉
蔵
註
疏

第

二
章

維
摩
経
註
疏
を
め
ぐ

る
諸
問
題



中国における法華経疏の研究史について71

第 第
第 第 三 第 第 第 第 第 第 二 第
ニ ー 篇 六 五 四 三 ニ ー 篇 三
部 部 章 章 章 章 章 章 章

『法
華
玄
義
』
と

『法
華
玄
論
』

法
華
文
句
の
成
立
と
伝
承
に
関
す
る
批
判

『法
華
文
句
』
の
成
立

『法
華
文
句
』
の
テ
キ
ス
ト

経
の
科
文
に
関
す
る
問
題

『文
句
』
四
種
釈
と
吉
蔵
四
種
釈
義

『文
句
』
と

『玄
論
』
の
引
用
文
献

証
真

『法
華
疏
私
記
』
の
吉
蔵
関
説

法
華
文
句
に
お
け
る
吉
蔵
註
疏
の
引
用

法
華
文
句
と
法
華
玄
論

法
華
文
句
と
法
華
義
疏

第

一
篇

・
第

一
章

で
は
、
佐
藤
哲
英
氏

の
次

の
よ
う
な
研
究
を
批
判
し
、
新
し

い
見
解
を
示
し
て

い
る
。
智
顕

『
金
剛
般
若
経
疏
』

一
巻
は

智
顎

の
著
作

で
は
な

い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
智
顎
疏
と
吉
蔵

『金
剛
般
若
疏
』
四
巻
と
を
比
較
す
る
と
、
両
疏
に
は
少
な
か
ら
ぬ
本
文

の

一
致

が
見
出
さ
れ
、
ま
た
、
吉
蔵
疏

に
は
智
頻
疏

の
文
を
指
し
て

「
あ

る
人
」
と
呼
び
、
批
判
し
て

い
る

の
で
、
吉
蔵
疏

の
成
立
以
前
に
智
顕

疏

が
存
在

し
て

い
た

こ
と
、
し
か
も
吉
蔵
疏

で
は
智
顎
疏

の
経
典

の
段
落
分
け
を
全
面
的
に
踏
襲
す

る
ほ
ど
重
視
し

て
い
る
の
で
、
智
頻
疏

の

本
当

の
著
者
は
吉
蔵
に

一
目
お
か
せ
る
ほ
ど

の
人
物

で
あ
る
こ
と
が
推
定

さ
れ

る
が
、
実
際
に
誰
な

の
か
は
容
易
に
浮
か
び
上
が

っ
て
こ
な

い
、

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
平
井
氏

は
、
両
疏

の
綿
密
な
比
較
対
照
を
な
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
吉
蔵
疏

の

「
あ

る
人

の
説
」
を
智
顕
疏
が
無
断

で
借
用
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し
、

こ
れ
を
あ
た
か
も
自
説

の
ご
と
く
述

べ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
あ
わ
せ
て
智
頻
疏
が
全

面
的

に
吉
蔵
疏

に
依
拠

し
、
こ
れ
を
参

照
し
下
敷
き
に
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
智
頻

の
撰
述
と
言
わ
れ
て
き
た

『
金
剛
般
若
経
疏
』
は
佐

藤
哲
英
氏
も
認
め
る
よ
う
に
ま

っ
た
く

の
偽
撰
で
あ

る
こ
と
、
し
か
し
、
実
際

の
著
者

に

つ
い
て
は
佐
藤
哲
英
氏

の
説

の
吉
蔵
以
前

の
人
物

で

は
な
く
、
吉
蔵
以
後

の
天
台
学
徒

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
あ

る
。

第

二
章

で
は
、
智
頻

の
数
少

な

い
親
撰
書

の
代
表
格
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
維
摩
経
疏

(
『維
摩
経
玄
疏
』
六
巻
と
、
『
維
摩
経
文
疏
』
二
十

八
巻
の
う
ち
の
前
二
+
五
巻
)
は
、
智
顕
没
後

の
翌
年

の
五
九

八
年
に
灌
頂
と
普
明

の
二
人
に
よ

っ
て
晋
王
広

(後
の
蝪
帝
)
に
献
上
さ
れ
た
も

の

で
あ
り
、

一
方
、
長
安
に
入

っ
た
吉
蔵

が
維
摩
経
疏

(『
浄
名
玄
論
』
八
巻
、
『
維
摩
経
略
疏
』
五
巻
、
『
維
摩
経
義
疏
』
六
巻
)
を
著
わ
す

の
は
、
早

く
と
も

五
九
九
年
以
降
で
あ
る
か
ら
、
本
来

は
智
顕

の
維
摩
経
疏
に
吉
蔵

の
維
摩
経
疏

の
影
響

の
あ
る
は
ず

は
な

い
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
智

頻
自

ら
が
維
摩
経
疏
に
対
す
る
弟
子

の
加
筆
補
訂
を
期
待
し
て

い
る
点
が
あ

る
こ
と

や
、
長
安

に
お
け
る
灌
頂
と
吉
蔵

の
出
会

い
の
高

い
可
能

性
な
ど

か
ら
、
智
顎

の
維
摩
経
疏
に
吉
蔵
疏

の
影
響
が
あ

る
可
能
性
が
あ
り
、
実
際
に
両
疏
を
比
較
対
照
す

る
と
、
絶
対
数

は
少
な

い
が
、
智

顕
疏
が
吉
蔵
疏
を
参
照
し
た
箇
所
を
発
見

で
き

る
と
す
る
。

こ
の
よ
う

に
、
平
井
氏
は
、
智
顕

の
維
摩
経
疏
と

い
え
ど
も
、
智
顕

の
経
疏

の

一

般
的
傾
向
ー

吉
蔵
疏

の
影
響
を
受
け

て

い
る
と

い
う
傾
向

を
免

れ
て
い
な

い
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ

る
。

第

三
章

で
は
、
平
井
氏
は
、
『
法
華
玄
義

』
と

い
う
著
作

は
、
後
世

の
天
台

の
伝
説
に
言
う

よ
う

に
、

い
つ
、
ど

こ
で
、
智
頻

が

『
法
華
玄

義

』

の
講
説
を
行

い
、
そ
れ
を
灌
頂

が
筆
録
し
た
と
か
、
あ
る

い
は
智
顎

の
講
説

に
灌
頂
が
私
見
を
加
え
た
、
な
ど
と

い
う
性
格

の
も

の
で
は

な
く

て
、
智
顕

の
全
く
預
か
り
知
ら
ぬ
と

こ
ろ
で
、
全
篇

こ
れ
灌
頂
が
独
自
に
創
作
し
、
自
ら
書
き
下
ろ
し
た
作
品

で
あ

る
と

い
う
疑

い
を
強

く
持

っ
て

い
る

こ
と
を
述

べ
て

い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
疑

い
は

『
法
華
文
句
』
に

つ
い
て
は
後

に
紹
介
す

る
よ
う

に
十
分

に
論

証
さ
れ
た
が
、

『
法
華
玄
義
』

に

つ
い
て
は
疑

い
に
と
ど

ま

っ
て

い
て
、
十
分
な
論

証
は
な
さ
れ
て

い
な

い
。
平
井
氏
は
、
こ
れ
ま

で
、
先
学

に
よ

っ
て
指
摘

さ
れ

て
き
た

『
法
華
玄
義

』
に
お
け
る

『
法
華
玄
論
』

の
影
響

の
確
認
と
と
も
に
、
先
学
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
平
井
氏

の
新
た

に
発
見

し
た
影
響
関
係
を
論
じ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
『
法
華
玄
義
』

の

「
体
を
顕
わ
す
」
四
項

の
中

の
第

一
項
、
「
旧
解
を

出
す
」

の
段
が
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『法
華
玄
論

』
に
基
づ

い
て
執
筆
さ
れ

て
い
る
事
実
を
論
証
し

て
い
る
。
こ
れ
ら

の

『
法
華
玄
論
』

の
影
響
を
受

け
た
部
分
は
、
『法
華
玄
義

』

全
体

の
わ
ず
か
な
分
量
な

の
で
、
上

の
疑

い
は
十
分
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
な

い
と
評

さ
ざ

る
を
え
な

い
。

第

二
篇

・
第

一
章

で
は
、
平
井
は

『
法
華
文
句
』

の
成
立
に
関
す
る
研
究

の
結
論
を
次

の
よ
う

に
整
理
し
て

い
る
。

灌
頂
は

二
十
七
歳

の
と
き

(
五
八
七
年
)、
金
陵

(建
業
)
で
智
頻

の

『
法
華
経
』

の
講
説
を

一
回
だ
け
聞

い
た

こ
と

が
あ
り
、
そ

の
後
、
六

十
九
歳

の
と
き

(
六
二
九
年
)、
そ

の
記
録
を

添
削

し

て
、

『
法
華
文
句
』
が
成
立
し
た
と
自

ら
述

べ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
現
行

の

『
法
華
文

句

』
は

『
法
華
玄
義
』
と
比
較

に
な
ら
な

い
ほ
ど
、
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論
』
『
法
華
義
疏

』
に
依
拠
し
、

こ
れ
を
下
敷
き

に
書
か
れ
て

い
る
箇

所

が
多

い
。
し
か
も
、
『
法
華
文
句

』
の
発
表

は
六

二
九
年

で
あ

っ
て
、
『
法
華
玄
義

』

の
成
立
よ
り
も
か
な
り
遅

い
こ
と
、
ま
た
、
灌
頂
が
添

削

し
た

『
法
華
文
句

』

の
テ
キ

ス
ト
が
、
左
渓
玄
朗

(
六
七
三
-
七
五
四
)
が
再
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
錯
乱
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ

て

い
る
。

平
井
氏
は
、

こ
の
よ
う

な
事
実
か
ら
、
稀

に
見
る
革
命
的
な
実
践
家

で
あ

っ
た
智
頻

の

『
法
華
経
』

の
講
説
は
達
意
的
、
玄
義
的
な
も

の
で

あ
り
、
経
文

の
逐
次
的
な
解
釈

は
む
し

ろ
伝
統
的
な
講
経
家

の
常

で
あ

っ
て
、
智
顕
は

こ
の
よ
う
な
講
経
家
と

は
対
蹄
的
な
立
場

に
あ

っ
た
は

ず

で
あ

る
と
推
定

し
、
し
た
が

っ
て
、
実
際
に
は
、
経
文

の
逐
次
的
な
講
説
と

い
う
も

の
は
智
頻
に
あ

っ
て
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
、

仮
り

に
あ

っ
た
と
し

て
も
、
き

わ
め

て
不
完
全
な
も

の
で
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
推
定

し
て

い
る
。
も
し
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
『
法
華

文
句
』

の
成

立
が
大
幅
に
遅
れ
た

こ
と

や
、
吉
蔵
疏

の
影
響
を
大
き
く
受

け
て

い
る

こ
と

の
理
由
が
説
明
で
き

る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
法

華
文
句

』

の
発
表
が
遅
れ
た

の
は
、
『法

華
文
句
』
が
全

面
的
に
依
拠
し
て

い
る

『
法
華
玄
論
』
『
法
華
義
疏
』

の
著
者
で
あ
る
吉
蔵

の
死

(
六

二
三
年
)
を
待

っ
て
の
発
表

で
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
推
定
し
て

い
る
。

ま
た
、
灌
頂
が

『
法
華
文
句
』
を
執
筆
し
た
動
機

に

つ
い
て
、
平
井
は
、
類
稀

な
る
革
命
的
な
実
践
家

で
あ

っ
た
智
顎

に
、
さ
ら
に
伝
統
的

な
経
典
注
釈
家
と
し

て
の
地
位
を
付
与

し
よ
う
と
す

る
、
灌
頂

の
智
顎
顕
彰

の
悲

願
を
見

て
取

っ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
第

二
章

で
は
、
灌
頂
自
身

の
書
き
下
ろ
し
た
部
分
も
現
行

の

『
法
華
文
句
』

の

一
部
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
時
代
を

下

っ
て
、
後
世
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の
学
者

に
よ

っ
て
加
筆
増
広
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
こ
と
を
推
定
し

て
い
る
。

第

二
章

で
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収

の

『
法
華
文
句

』
の
底
本
で
あ

る
明
本
を
底
本
と
し
、
そ

の
対
校
本
で
あ

る
法
隆
寺
本
と
、
平

安
時
代
初
期

の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
旧
石
山
寺
蔵
本

(巻
第

一
の

一
巻
の
み
現
存
)
の

『
法
華
文
句

』
と
を
対
校
本
と

し
て
、
改

め
て
巻
第

一
の

本
文
を
校
訂
し
た
資
料
を
掲
載
し
て

い
る
。

第

三
章

で
は
、
『
法
華
文
句
』

に
説
か
れ
る

『
法
華
経
』

の
分
科

(全
体
を
本
門
と
　
門
と
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
序

・
正

・
流
通
の
三
段
に

分
け
る
)
が
智
頻

の
講
説

に
基
づ
く
も

の
で
は
な
く
、
灌
頂
が
吉
蔵

の

『
法
華
義
疏
』
を
参
照
し

て
新

た
に
作

っ
た
説
で
あ

ろ
う
と
推
定

し
、

内
容
的

に
も
吉
蔵

の
分
科

ほ
ど
論
理
的
整
合
性
が
な

い
と
批
評
し
て
い
る
。

第

四
章

で
は
、
『
法
華
文
句

』

の
因
縁
釈

・
約
教
釈

・
本
　
釈

・
観
心
釈

の
四
種
釈
は
、
経
典
解
釈

の
方
法
と
し

て
何
ら

の
普
遍
性

も
妥
当

性

も
持

っ
て
お
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
解
釈
方
法

の
基
本
的
な
理
念
が
吉
蔵

の
四
種
釈

で
あ
る
随
名
釈

(
別
名
は
依
名
釈
義
。
普
通
の
辞
書
的
な
解
釈

方
法
)
・
因
縁
釈

(
別
名
は
互
相
釈
義
。
あ
る
概
念
が
他
の
概
念
と
相
対
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
両
者
が
相
即
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
解
釈

方
法
)
・
理
教
釈

(
別
名
は
理
教
釈
義
。
概
念
に
よ
っ
て
概
念
的
把
握
を
越
え
た
理
を
示
す
解
釈
方
法
)
・
無
方
釈

(理
の
立
場
に
立
っ
て
理
の
自
在
な
働
き

を
認
識
す
る
解
釈
方
法
)
と
類
似
し

て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
灌
頂
が
吉
蔵

の
影
響
を
受

け
て
作

っ
た
解
釈
方
法

で
あ

る
可
能
性

が
あ

る
と
推

定

し
て

い
る
。

第

五
章

で
は
、

『法

華
文
句

』
と

『
法
華
玄
論

』

の
引
用
文
献
を

比
較
対
照
し
、
両
者
に
共

通
す

る
も

の
が
少
な
く
な

い
こ
と
、
経
論

の
同

一
箇
所
を
引
く
例
も
多

数
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
も

『
法
華
文
句
』
が

『
法
華
玄
論
』
を
参
照
し

て
い
る
理
由

に
基
づ
く

の
で
は
な

い
か
と
推
定
し
て

い
る
。

第

六
章

で
は
、

日
本

の
宝
地
房
証
真

(+
二
世
紀
-
+
三
世
紀
初
め
)
の

『
法
華
疏
私
記
』
は
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論
』
を
参

照
し
て
お
り
、
妙

楽

大
師
湛
然

(七

一
一
ー
七
八
二
)
の

『
法
華
文
句
記
』
が

『
法
華
玄
論
』
を
参
照
し
な
か

っ
た
た
め
に
起

こ
し
た
誤

っ
た
解
釈
を
厳

し
く
批
判

し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。



第

三
篇

は
本
書

の
中
心
部
分
で
あ
り
、
第

一
部

で
は
、
『
法
華
文
句
』
と

『
法
華
玄
論
』
と

の
類
似
箇
所
を
対
照
し
、
『
法
華
文
句

』
が

『
法

華
玄

論
』
を
下
敷
き

に
執
筆

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
論

証
し
、
第

二
部

で
は
、
『
法
華
文
句
』
と

『
法
華
義
疏
』
と

の
類
似
箇
所
を
対
照

し
、
『
法
華
文
句
』
が

『法
華
玄
論

』
ほ
ど

で
は
な

い
が
、
『
法
華
義
疏
』
を
も
参

照
し
て
い
る
事
実
を
論
証
し
て

い
る
。

本
書

の
研
究

に
よ

っ
て
、
智
顕

の

『法
華
文
句

』
を
研
究
す

る
場
合

は
、
吉
蔵

の
法
華
疏
と

の
厳
密
な
比
較
対
照
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と

に
な

っ
た
が
、
『
法
華
文
句

』
が
下
敷
き
に
し
た
吉
蔵

の
法
華
疏

の
す

べ
て
の
資
料
が
提
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
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(
11
)
多

田
孝
正

『
法
華
玄
義

』
(大
蔵
出
版
、

一
九
八
五
年
)

本
書

は

『
法
華
玄
義
』

の
巻
第

一
の
原
文

・
訓
読
文

・
現
代
語
訳

・
注
を
掲
載

し
、

(
12
)
村
中
祐
生

『
天
台
観
門
の
基
調
』
(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
八
六
年
)

本
書
は
論
文
集
で
あ
り
、
本
稿
の
主
題
に
関
連
す
る
論
文
は

1

嘉
祥
大
師

「
二
蔵
」
義
の
成
立
考

2

嘉
祥
大
師
の
教
判
思
想

3

嘉
祥
大
師
に
お
け
る
教
判
思
想
の
展
開

4

嘉
祥
大
師
の
諸
経
疏
の
撰
修
に
つ
い
て

あ
わ
せ

て
解
説
を
試

み
た
も

の
で
あ
る
。

、
主
と
し
て
吉
蔵

の
法
華

経
疏
を
研
究
し
た
次

の
論
文
で
あ

る
。

(
13
)
平
井
俊
榮

『
法
華
玄
論

の
註
釈
的
研
究

』
(春
秋
社
、

一
九
八
七
年
)

本
書

は
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論

』
を
研
究
し
た
も

の
で
あ
る
。
第

一
篇

の

「
研
究
篇
」
は
五
章
か
ら
成
る
。

「
第

一
章

法
華
玄
論

の
成
立
」
は
、
吉
蔵
以
前

の
法
華
経
研
究
史

の
概
説
と

『
法
華
玄
論

』
に
お
け
る
吉
蔵

の
注
釈

の
態
度

・
方
法

に

つ
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い
て
整
理

し
た
も

の
で
あ

る
。

「
第

二
章

法
華
玄
論
と
法
華
義

記
」

は
、
『
法
華
玄
論
』
に
お
け
る
法
雲

の

『
法
華
義
記
』
批
判
を
主
題
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
と
く

に
法

雲

の
因
果
二
門
説

(『法
華
経
』
の
前
半
が
因
を
明
か
し
、
後
半
が
果
を
明
か
す
と
す
る
説
)
と
、
『
法
華
経
』

の
仏
身
が
無
常

で
あ

る
説
と
に
対
す

る

吉
蔵

の
批
判
を
概
説
し
て

い
る
。

「
第
三
章

法
華
玄
論

の
流
伝
」
は
、

日
本

の
三
論
宗

に
お
け
る

『法
華
玄
論
』

の
流
伝
に

つ
い
て
の
研
究

で
あ

る
。

「
第

四
章

法
華
玄
論
と
後
世

の
法
華
註
疏
」

は
、
元
暁

の

『
法
華
宗
要
』
、
基

の

『
法
華
玄
賛

』
、
聖
徳
太
子

の

『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る

『
法
華
玄
論

』
の
影
響
を
研
究

し
た
も

の
で
あ
る
。

「
第

五
章

法
華
玄
論

の
テ
キ

ス
ト
」

は
、
『
法
華
玄
論
』

の
い
く

つ
か

の
写
本

に

つ
い
て
の
解
説

で
あ
る
。

本
書

の
第

二
篇

は

「
訳
注
篇
」
で
あ
り
、
『
法
華
玄
論
』
十
巻

の
う
ち
、
第

四
巻
ま

で
の
原
文
、
訓
読
、
注
が
掲
載

さ
れ

て
お
り
、
と
く
に

注

に
お
け
る
経
論

の
出
典

の
明
示
は
労
作

で
あ
り
、
後

の
研
究
者

に
と

っ
て
非
常

に
便
利

で
あ

る
。

(
14
)
℃
鋤
三

「

ω
≦
p
コ
ω
o
P

「
o
こ
き
S

ミ
o
嵩
o
、
N
、、Φ
亨
、ゴ
、
、
ミ
、8

0
b
ぴ
客

し口
窪
犀
o
一〇
質

〉
。。
一碧

=
口
冒
o
巳
二
①
ω
℃
器
ω
。。
Ψ
一
Φ
Q。
㊤
●

本
書

に
は

『
法
華
玄
義
』

の

一
部

の
英
訳
と
注
を
含

ん
で
い
る
。
巻
第

一
下
の
途

中

(大
正
三
三

・
六
九

一
上
)
か
ら
巻
第

二
下

の
末
尾

(同

前

・
七
〇
五
中
)
ま
で
の
範

囲
で
あ
る
。

(
15
)

<
0
5

0
去

o

ス
ぎ

・

ぎ

♀
魯

Φ
こ
Q
げ

O
o
ミ
§
雪

言
ミ

§

き
Φ

卜
o
触§

の
ミ
、Q
、
}

吻
、ミ

k
§

q

≒
§

¢
、魯

§

.

≧

げ
書
聴

ω
§

①

¢
三
く
霞
ω
一ξ

o
{
Z
Φ
≦

尾
o
蒔

℃
器
霧
』

㊤
8

・

本
書

は
竺

道

生

の
法

華

経
疏

の
研
究

と

英

訳

・
注

か

ら
成

る
。
道

生

の
法

華
経

疏

の
現
代

語

訳

は

日
本

に
も

ま

だ

な

い
の

で
、
現

代

語

訳

は

本

書

が

初

め

て

の
試

み

で
あ

る
。

日
本

で
は

、

『
三
康

文

化

研

究

所
年

報

』

九
号

(
↓
九
七
六
年
)
・

一
二
号

(
一
九
七
九
年
)
に
訓

読
文

が
掲

載
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さ

れ

て

い
る
。

ま

た

、

一
字
索

引

が
最

近
、

本

書

の
内

容

目

次

を

紹
介

す

る
。

旧
o
昌

H
"
ぎ
母
o
音

〇
二
8

O
冨

冥
霞

　
●

9

碧

8
円
P

9

碧

辞霞

ω
●

9

巷

8
円
心
.

9

碧

8
目
朝
●

奥
野
光
賢

・
晴
山
俊
英

の
両
氏
に
よ

っ
て
発
表
さ
れ
た

(私
家
版
、

　
九
九
二
年
七
月
)。

↓
9
?

。・
冨

口
αq
.ω
甲

①
=
。。
8

昌

"
誤

①

ω
富

8

0
{
切
⊆
象

窪

ω
件
。ω
ε

岳
。
ω

ヨ

O
=
霊

目
9
。
あ

『
8

αq
.。・
】W
ざ
αq
冨

も
ξ

目
き

あ

げ
窪

αq
げ

ミ

。
鱒

ω

↓
9
?

ω
『
8

αq
、ω

∪
。
g

喜

①
ω

目
9
?

ω
冨

昌
σq
、。・
H
5
穿

8

8

き

会

冨

ぎ

冨

6
ε

h
田

。・
∪
8

什二
昌
。
。。

評

胃
二

H
"
>

9

三

。
巴

Go
言
画
気
。
{
↓
き

あ

冨

5
αq
.。・
O
§

日
2

g
曙

8

芸
①
卜
。
ミ
物
留

ぎ

O
冨

も
8
目
O
●

O
冨

冥
零

刈
・

O
冨

讐

霞

。。
.

O
冨

讐

霞

㊤
・

9
昌
8
二

ρ
↓
僧
。
あ

ゴ
8

σq
碧

舞

冨

Q。
ミ

§

。
§
§
ミ

言

ミ
繍
ぎ

=

け
霞

。
姥

〉
碧

①
g
ω

O
魯

育
巴

冠
①
器

目
轟

8

。。
。
臣
押

。
あ

冨

・
σq
げ

∪
。
g

曇

①
ω

0
8

0
冨
臨
8

ω

℃
霞

け
口
H
"
目
3

霧

冨
二
8

(
16
)
菅
野
博
史

『
法
華
と
は
何

か
ー

『法
華
遊
意

』
を
読
む
ー

』
(春
秋
社
、

一
九
九
二
年
)

本
書

は
吉
蔵

の

『
法
華
遊
意

』
全
文

の
現
代
語
訳

・
訓
読
文

・
注
を
記

し
、
あ
わ

せ
て
内
容

の
解
説
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
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(17
)
菅
野
博
史

『中
国
法
華
思
想
の
研
究
』
(春
秋
社
、
一
九
九
三
年
)

本
書
は
筆
者
の
従
来
の
中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
道
生
、
法
雲
、
吉
蔵
の
法
華
経
疏
を
中
心
資
料
と
し

て
お
り
、
智
顕

・
灌
頂
の

『法
華
文
句
』
『法
華
玄
義
』
に
は
わ
ず
か
に
関
説
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
、
内
容
目
次
を
紹
介
す
る
。

序
論

本
書
の
構
成

第

一
篇

吉
蔵
以
前
の
法
華
経
疏
の
研
究

第

一
章

鳩
摩
羅
什

・
慧
観

・
僧
叡
の
法
華
経
観

第
二
章

道
生

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
の
研
究

序第

一
節

道
生
に
お
け
る
法
華
経
の
構
…成
把
握

第
二
節

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
に
お
け
る
道
生
の
経
典
注
釈
の
方
法

第
三
節

道
生
に
お
け
る
…機
と
感
応

第
四
節

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
に
お
け
る

「理
」
の
概
念

第
三
章

劉
軋
撰

『注
法
華
経
』
の
逸
文

第
四
章

法
雲

『法
華
義
記
』
の
研
究

序第

一
節

『法
華
義
記
』
に
お
け
る
講
義
者
法
雲
と
筆
録
者

第
二
節

『法
華
義
記
』
冒
頭
の
総
合
的
解
釈
の
考
察

第
三
節

『法
華
義
記
』
に
お
け
る

一
乗
思
想
の
解
釈
-
権
実
二
智
論
と
因
果
論
-

第
四
節

法
雲

『法
華
義
記
』
と
敦
煙
写
本

『法
華
義
記
』
と
の
比
較
研
究
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第
五
章

慧
思

『法
華
経
安
楽
行
義
』
の
研
究

第
二
篇

吉
蔵
の
法
華
経
疏
の
研
究

第

一
章

吉
蔵
の
法
華
経
疏
の
基
礎
的
研
究

序第

一
節

吉
蔵
の
法
華
経
疏
の
成
立
順
序

第
二
節

吉
蔵
の
法
華
経
疏
の
概
観

第
三
節

『法
華
統
略
』
釈
序
品
の
研
究

第
二
章

吉
蔵
の
教
判
思
想
と
法
華
経
観

序第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
三
章

序第

一
節

吉
蔵
の
経
典
観

吉
蔵
に
お
け
る
三
種
法
輪
説

吉
蔵
に
お
け
る
四
調
柔

吉
蔵
に
お
け
る
直
往
菩
薩
と
廻
小
入
大
菩
薩

吉
蔵
に
お
け
る

『法
華
経
』
と
諸
大
乗
経
典
と
の
比
較
研
究

吉
蔵
に
お
け
る

『法
華
経
』
と
仏
性

吉
蔵
に
お
け
る

『法
華
経
』
の
宗
旨
観

経
題

「
妙
法
蓮
華
経
」
の
解
釈

「
妙
」

の
解
釈



80

第
四 第 第 第 三 ニ ー
章 三 ニ ー 章 章 章

節 節 節
智 吉 法 道

卑 撰 涙 覆 墓 雲 生

肇難 蓋雛

1鍵 難
に て お
お い
い て

て

第
第 第 第 序 三

篇 第 第

疾 節 節
華 一 一
経 蓮 法』 華L

信Lの
解 の 解
品 解 釈
の 釈 と
馨
喩解

釈
と
教
判
思、
想

仏
身常

住
説

 

本
書
は
右

の
よ
う

に
、

三
篇
十

二
章

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第

一
篇

「
吉
蔵
以
前

の
法
華
経
疏

の
研
究
」
は
、
吉
蔵
以
前

に
成
立
し
た
法
華
経
疏
を
主
と

し
て
研
究
し
た
も

の
で
あ
る
。
前
述

の
と
お
り
、

智
顕

・
灌
頂

の

『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』
は
吉

蔵

の
法
華
経
疏

の
影
響

下
に
成
立
し
た
も

の
な

の
で
、

こ
れ
ら

は
含
ま
な

い
。
ま
た
、
鳩

摩
羅
什
、
慧
観
、
僧
叡
、
慧

思
は

い
わ
ゆ
る
法
華
経
疏
を
著
わ
し

て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
彼
ら

の
法
華
経
観
を
探
る
資
料
が
現
存
し

て
い

る

の
で
、
そ
れ
ら

の
資
料
を
用

い
て
考
察
し
た
。

本
篇
は
五
章

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第

一
章

「
鳩
摩
羅
什

・
慧
観

・
僧
叡

の
法
華
経
観
」

に
お

い
て
は
、
鳩
摩
羅
什
と
盧
山
慧
遠
と

の
問
答
を
編
集

し
た

『
大
乗
大
義
章
』
に
鳩
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摩
羅
什

の
法
華
経
観
を
探

る
資
料

が
若
干
残

っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
考
察

し
、
ま
た
、
鳩
摩
羅
什

の
門
下

の
中

の
慧
観

は

『
法
華
宗

要
序

』
を
著
わ
し
、
僧
叡

は

『法

華
経
後
序
』
を
著
わ
し
て

い
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
通
し

て
、
彼
ら

の
法
華
経
観
を
明
ら
か
に
し
た
。

第

二
章

「
道
生

『
妙
法
蓮
花

経
疏
』

の
研
究
」
は
、
次

の
四
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第

一
節

「
道
生

に
お
け

る

『
法
華
経
』

の
構
成
把
握
」

に
お

い
て
は
、
道
生

の
法
華
経
観
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
重

要
な
条
件
と
し

て
、

道
生
が

『
法
華
経
』

二
十
七
品

の
構
成
を
ど

の
よ
う

に
把
握

し
て
い
る
か
を
考
察
し
た
も

の
で
あ

る
。
道
生
は
、
各
品

の
随
文
解
釈

に
入

る
前

に
、
そ

の
品

の

一
経
全
体

に
お
け
る
位
置
づ
け
、
存
在
意
義

に

つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
道
生

の
叙
述
に
着
目
し
、
そ
れ
を
主
要
な

資
料
と

し
て
道
生
が

『
法
華
経
』

の
構
成
を
ど

の
よ
う

に
理
解
し

て
い
た
か
を
考
察
し
た
。

第

二
節

「
『
妙
法
蓮
花
経
疏

』
に
お
け
る
道
生

の
経
典
注
釈

の
方
法
」

に
お

い
て
は
、
中
国
に
お

い
て
発
展
し
た
経
疏

の
歴
史
的
発
展
を
視

野

に
入
れ
、
『
妙
法
蓮
花

経
疏

』
に
見
ら
れ
る
注
釈

の
方
法
を
解
明
し
、
後
代

の
経
疏
と

の
比
較
研
究
を
遂
行
す
る
た
め

の
基
礎
作
業
を
行

な

っ
た
。
本
節

で
は
、
「
来
意
」

に
相
当
す

る
部
分

の
存
在
、
分
科
、
経
文

の
標
出
、
音
写
語

の
解
釈

、
異
説

の
提
示
な
ど

の
注
釈

の
形
式

的
な

側
面

に

つ
い
て
整
理
を
加
え

、
次

に
、
偶
頒

に

つ
い
て
の
解
釈
方
法

の
特
色
に

つ
い
て
考
察
し
、
最
後
に
、
道
生

の
経
典
解
釈

の
基
本
的
立
場
、

理
論
的
枠
組

み
に

つ
い
て
検
討

し
た
。

第

三
節

「
道
生

に
お
け

る
機

と
感

応
」
に
お

い
て
は
、
道

生

の
経
典
注
釈

の
理
論

的
枠
組

み
と

し
て
重
要
な

「
機
」
に

つ
い
て

「
感
応
思

想
」
と

の
関
連

の
中

で
考
察
し
た
。
本
節
に
お

い
て
、
中
国
仏
教

に
お

い
て
成
立

し
た
仏
教
用
語
と
し
て
の

「
機
」
は
、
仏

・
菩
薩

の
応
現

・

教
化
を
発
動
さ
せ
、
か

つ
そ
れ
を
受
け
止
め
る
衆
生

の
側

の
構
え
、
あ
り
方

の
意

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

第

四
節

「
『
妙
法
蓮
花

経
疏
』
に
お
け
る

「
理
」

の
概
念
」

に
お

い
て
は
、
道
生

の
経
典
注
釈

の
理
論

的
枠
組

み
と
し

て
重
要
な

「
理
」

の

概
念

に

つ
い
て
考
察

し
た
。
ま
た
、
道
生

の
現
存
す
る

『
法
華
経
』
『
維
摩
経
』
『
浬
葉
経
』
に
対
す
る
注

に
お
け
る

「
理
」

の
す

べ
て
の
用
例

集
を
作
成
し
た
。

第

三
章

「
劉
軋
撰

『
注
法
華
経
』

の
逸
文
」

に
お

い
て
は
、
南
斉

の
在
家

の
仏
教
信
者
で
あ

っ
た
劉
軋
が
編
纂
し
た

『
注
法
華
経
』

の
逸
文
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を
集

め
た
も

の
で
あ

る
。

『
注
法
華

経
』

は
現
存

し
な

い
が
、
幸

い
に
吉
蔵

の
法
華
経
疏
に
お
よ
そ

五
十
回
ほ
ど
引
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
逸

文
集
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
思
想

の

一
端
を
考
察
し
た
。

第

四
章

「
法
雲

『
法
華
義
記
』

の
研
究
」
は
、
次

の
四
節
か
ら
構
…成
さ
れ

る
。

第

】
節

「
『
法
華
義

記
』
に
お
け
る
講
義
者
法
雲
と
筆
録
者
」
に
お

い
て
は
、
法
雲
、
お
よ
び
法
雲

の
学
系
に
伝
わ

る
学
説

が

『
法
華
義
記
』

に
お

い
て
ど

の
よ
う

に
扱

わ
れ

て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
『
法
華
義

記
』
が
た

ん
に
法
雲

の
講
義
を

そ

の
ま
ま
筆
録
し
た
も

の
で
は
な
く
、
実
際

に

『
法
華
義
記
』
を
執
筆

し
た
弟
子
が
、
法
雲

の
説

に
基
づ
き
な
が
ら
も
自
分
な
り

の
注
釈

の
工
夫
を
凝
ら
し
た
跡
を
認

め
る
こ
と

が
で
き

る
こ
と
を
論
じ
た
。

第

二
節

「
『
法
華
義

記
』

冒
頭
の
総
合
的
解
釈

の
考
察
」
に
お

い
て
は
、
法
雲

の
法
華
経
観
を
最
も
総
合
的

に
示
し
た

『
法
華
義
記
』
冒
頭

の
部
分

に

つ
い
て
、
全
文

の
訳
を
示
し
、
論
評
を
加
え
な
が
ら
、
法
雲

の
教
判
思
想
、
経
題
釈
、
分
科

に

つ
い
て
考
察
し
た
。

第

三
節

「
『
法
華
義

記
』
に
お
け
る

一
乗
思
想

の
解
釈
-
権
実

二
智
論
と
因
果
論
1
」

に
お

い
て
は
、
『
法
華
経
』

の
中
心
思
想

の

一
つ
で
あ

る
方
便
品

の

一
乗
思
想
に

つ
い
て
、
法
雲
が
独
自

に
形
成
し
た
解
釈

の
枠
組

み
で
あ

る
権
実

二
智
論
と
因
果
論
を
用

い
て
ど

の
よ
う

に
理
解

し

た
か
を
、
序
品
と
方
便
品
に
対
す
る
注
釈
を
中
心
的
資
料
と
し
て
考
察
し
た
。

第

四
節

「
法
雲

『
法
華
義
記
』
と
敦
煙
写
本

『
法
華
義
記
』
と

の
比
較
研
究
」
に
お

い
て
は
、
法
雲

の

『
法
華
義
記
』
と
敦
煙
写
本

『
法
華

義

記
』
(
ス
タ
イ
ン
本

『
S
二
七
三
三
』
と

『
S
四

一
〇
二
』
)
と

に

つ
い
て
、
両
者

の
教
判
思
想

の
相
違
を
考
察

し
、
注
釈

の
形
式

・
方
法

な
ど

に

つ
い
て

い
く

つ
か

の
項
目
を
設
け

て
両
者

の
比
較
を
試

み
た
。

第

五
章

「
慧

思

『
法
華
経
安
楽
行
義

』

の
研
究
」

に
お

い
て
は
、
『
法
華
経
』

の
安
楽
行
と

い
う
特
殊

な
思
想
的
題
目
を
扱

っ
た

『法
華
経

安
楽
行
義
』
を
資
料
と
し
て
、
慧

思

の
法
華
経
観
を
考
察
す
る
。

第

二
篇

「
吉
蔵

の
法
華
経
疏

の
研
究
」

は
、
中
国

に
お

い
て
最
も
多

く

の
法
華
経
疏
を
著
わ
し
、

し
か
も
灌
頂
を
介
し

て

『
法
華
玄
義

』

『法

華
文
句
』

に
深
く
影
響

を
与
え

た
吉
蔵

の
法
華
経
疏
を
研
究
す
る
も

の
で
あ
る
。
吉
蔵

の
法
華
経
疏

に
は
、
『
法
華
玄
論
』
十
巻
、
『
法
華
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義
疏

』
十

二
巻
、
『
法
華
遊
意
』
二
巻

(ま
た
は

一
巻
)、
『
法
華
統
略
』
六
巻
が
あ
り
、
ま
た
、
天
親
造

・
菩
提
留
支
訳

『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提

舎

』
に
対
す

る
注
釈
書
と
し

て

『
法
華
論
疏
』
三
巻

が
あ
る
。

本
篇

は
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第

一
章

「
吉
蔵

の
法
華
経
疏

の
基
礎

的
研
究
」
は
、
次

の
三
節
か
ら
構
…成

さ
れ

る
。

第

一
節

「
吉
蔵

の
法
華

経
疏

の
成
立
順
序
」

に
お

い
て
は
、
『
法
華
論
疏
』
を
含
め
た
五
部

の
書

の
成
立
順
序
を
考
察

し
、
と
く

に

『
法
華

論
疏

』
『
法
華
統
略

』
の
順
に
成
立
し
た
と
す

る
従
来

の
学
説
を
批
判
し
、
『
法
華
統
略
』
『
法
華
論
疏
』

の
順
に
成
立
し
た
こ
と
を
論
証
し
た
。

第

二
節

「
吉
蔵

の
法
華
経
疏

の
概
観
」

に
お

い
て
は
、
吉
蔵

の
四
部

の
法
華
経
疏
に

つ
い
て
、
そ

の
構
成
、
特
色
、
従
来

の
文
献
学
的
研
究

の
成

果
な
ど

に

つ
い
て
簡
潔
に
概
観
し
た
。

第

三
節

「
『
法
華
統
略
』
釈
序
品

の
研
究
」

に
お

い
て
は
、
吉
蔵
最
後

の
法
華
経
疏
で
あ

る

『法
華
統
略
』
は
従
来
あ
ま
り
研
究

さ
れ

て
こ

な
か

っ
た

の
で
、
釈

序
品
を
資
料
と
し

て
、
『
法
華
義

疏
』
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た

『
法
華
統
略
』

の
新

し
い

『
法
華
経
』
解
釈
を
考
察
し
た
。

と
く

に
、
「
如
是
我
聞
」

の
解
釈
に
見
ら
れ

る
無
生
観
に

つ
い
て
考
察
し
、
ま
た
、
『
法
華
経
』

の
思
想
を

さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
整
理
し
た
、

一
義

・
二
義

・
三
義

・
四
義

・
七
義

・
十
義

・
十

二
義

に

つ
い
て
考
察

し
た
。

第

二
章

「
吉
蔵

の
教
判
思
想
と
法
華
経
観
」

は
、
次

の
七
節

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第

一
節

「
吉
蔵

の
経
典
観
」
に
お

い
て
は
、
大
乗
経
典
は
道
を
顕
わ
す

こ
と
に
お

い
て
平
等

で
あ

る
と
す

る
吉
蔵

の
主
張
を
確
認
し
、
小
乗

経
典

は
な
ぜ
除
外

さ
れ
る

の
か
、
多
く

の
大
乗
経
典
が
平
等

で
あ

る
な
ら
ば
、
な
ぜ
多

く

の
経
典
が
存
在

す
る
の
か
、
な
ど

の
問
題

へ
の
吉
蔵

の
解
答
を
考
察

し
た
。

第

二
節

「
吉
蔵

に
お
け
る
三
種
法
輪
説
」
に
お

い
て
は
、
大
乗
経
典

の
価
値
的
平
等
性
を
主
張
す

る
立
場
か
ら
、
主
と
し
て

『
華
厳
経

』
と

『
法

華
経
』

の
価
値

的
平
等
性
を
立

証
す

る
た
め
に
考
案
さ
れ
た

一
種

の
教
判
思
想
が
三
種
法
輪

(根
本
法
輪

・
枝
末
法
輪

・
摂
末
帰
本
法
輪
)
説

で
あ

る
こ
と
、
三
種
法
輪
説

の
形
成
過
程

や
、
三
種
法
輪
を
め
ぐ
る
思
想
的
な
諸

問
題
を
考
察

し
た
。
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第

三
節

「
吉

蔵
に
お
け
る
四
調
柔
」
に
お

い
て
は
、
吉
蔵

は

『
華
厳
経
』
以
後
、
『
法
華
経
』
以
前

の
小
乗
、
大
乗

の
経
教

(人
天
教

・
二
乗

教

・
自
教

・
他
教
の
四
種
に
整
理
さ
れ
る
)
を
声
聞

の
機
根
を

調
柔
す

る
も

の
と
捉
え
、

こ
れ
を

四
調
柔
と
呼

ん
で

い
る

の
で
、

こ
の
概
念

の
意

義

や
そ
の
概
念

の
形
成
過
程
を
考
察
し
た
。

第

四
節

「
吉

蔵
に
お
け
る
直
往
菩
薩
と
廻
小

入
大
菩
薩
」

に
お

い
て
は
、
吉
蔵
に
お
け
る
直
往
菩
薩

(本
来
菩
薩
で
あ
る
も
の
)
と
廻
小
入
大

菩
薩

(声
聞
が

『
法
華
経
』
に
至

っ
て
菩
薩
に
転
換
し
た
も
の
)
の
二
種
類

の
菩
薩

の
概
念

の
形
成
過
程
、
思
想
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。

第

五
節

「
『
法
華
経
』
と
諸

大
乗
経
典
と

の
比
較
研
究
」
に
お

い
て
は
、
吉

蔵
が
試

み
た

『
法
華
経
』
を
中
心
と
す

る

『華

厳
経

』
『
般
若

経
』
『
浬
葉
経
』
『
勝
塁
経

』
と

の
個
別
的
な
比
較
研
究
を
考
察
し
た
。

こ
れ
は
、
大
乗
経
典
に
価
値
的
な
差
別
を
設
け
る
頓
漸

五
時
教
判
に
対

す
る
吉
蔵

の
具
体
的
な
批
判
に

つ
い
て
論

じ
た
も

の
で
あ
る
。

第

六
節

「
吉
蔵

に
お
け
る

『
法
華
経
』
と
仏
性
」

に
お

い
て
は
、
『
浬
葉
経
』

の
独
説
と
さ
れ
る
仏
性
が

『
法
華
経
』

に
も
説
か
れ

る
と
主

張
す
る
吉
蔵

の
論
証
方
法
を
考
察

し
た
。
こ
れ
は
吉
蔵

に
お
け
る

『
法
華
経
』
と

『
浬
葉
経
』
と

の
比
較
研
究
を
考
察
す
る
も

の
で
も
あ

る
。

第
七
節

「
吉
蔵
に
お
け

る

『
法
華
経
』

の
宗
旨
観
」
に
お

い
て
は
、
『
法
華
経
』

の
宗
旨

(
根
本
思
想
)
が
何

で
あ

る
か
に

つ
い
て
、
旧
来

の

学
説
に
対
す
る
吉
蔵

の
批
判
を
考
察

し
、
あ
わ
せ

て
吉
蔵

の
思
惟

の
基
本
的
特
色
を
考
察
し
た
。

第
三
章

「
経
題

「
妙
法
蓮
華

経
」

の
解
釈
」
は
、
『
法
華
経
』

の
経
題
で
あ

る

「
妙
法
蓮
華
経
」
に

つ
い
て
の
吉
蔵

の
解
釈

を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
経
題
の
解
釈

は
中
国

の
経
疏

の
重
要
な
部
分

で
あ

る
。
次

の
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第

一
節

「
妙
」

の
解
釈
」

に
お

い
て
は
、
鳩
摩
羅
什
訳

の

『
妙
法
蓮
華
経
』
と
竺
法
護
訳

の

『
正
法
華
経
』
と

の
訳
語
上

の
相
違
点
、
す

な
わ
ち
、
「
妙
」
と

「
正
」
と

に
対

す
る
吉
蔵

の
比
較
研
究
を
考
察

し
た
。
ま
た
、
吉
蔵

に
お
け

る
相
待
妙

・
絶
待
妙

に

つ
い
て
考
察

し
、
さ

ら

に
智
顕

・
灌
頂
の

『法
華
玄
義

』
に
お
け
る
相
待
妙

・
絶
待
妙
と

の
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
た
。

第

二
節

「
「法
」

の
解
釈
と
仏
身
常
住
説
」

に
お

い
て
は
、
経
題

の

「
法
」

の
解
釈

の
中
で
展
開
さ
れ
る
代
表
的
な
議
論
、
す
な
わ
ち
、
法

雲

の
法
華
無
常
説

(『法
華
経
』
の
仏
身
は
無
常
で
あ
る
と
す
る
説
)
に
対
す

る
吉
蔵

の
批
判

の
内
容
を
考
察

し
た
。

こ
れ
は

『
浬
葉
経
』

の
独
説
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と

さ
れ
る
仏
身
常
住
説
が

『
法
華
経
』
に
も
説
か
れ
る
と
主
張
す

る
吉
蔵

の
論
証
方
法
を
考
察
す
る
も

の
で
、
吉
蔵
に
お
け
る

『法

華
経
』
と

『
浬
桑
経
』
と

の
比
較
研
究
を
考
察
し
た
も

の
で
も
あ
る
。

第

三
節

「
「
蓮
華
」

の
解
釈
」

に
お

い
て
は
、
経
題

の

「
蓮
華
」

の
解
釈
を
考
察
し
た
。

第

三
篇

「
『
法
華
経
』
信
解

品

の
讐
喩
解
釈
と
教
判
思
想
」

は
、
信
解
品

の
窮
子

の
讐
喩
が
中
国

の
教
判
思
想

の
形
成

に
果
た
し
た
役
割
り

を
考
察
す

る
も

の
で
あ

る
。
『
法
華
経
』
は
吉
蔵

に
よ
れ
ば
、
釈
尊

の

一
代

の
教
化
を

一
乗
↓

三
乗
↓

一
乗

に
整
理
し

て
い
る
。
中

国
で
は
こ

の

『
法
華
経
』

の
思
想
が
教
判

の

一
つ
の
基
準
を
提
供
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
図
式
だ
け
で
は
、
小
乗
と
大
乗

の
関
係
、
よ
り
多
部

の
大
乗
経

典

の
間

の
相
互
関
係

な
ど

理
解

で
き
な

い
の
で
、
窮
子

(声
聞
を
讐
え
る
)
に
対
す
る
詳

し

い
段
階
的
な
教
化
を
説
く
信
解
品

の
馨
喩
が
着
目

さ
れ
た
の
で
あ

る
。
多

く

の
法
華
経
疏
が
、
こ
の
讐
喩

の
解
釈

の
中

で
、
最
も
詳
細
な
教
判
思
想
を
展
開
し
て

い
る
理
由

が
こ
こ
に
存
す
る

の

で
あ

る
。
ま
た
、
本
篇

は
、
前

二
篇

で
考
察
し
た
法
華
経
疏

の
注
釈

の
実
態
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

る
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と

に
も
な

っ

た
は
ず

で
あ
る
。
第

一
章

に
お

い
て
道
生
、
第

二
章

に
お

い
て
法
雲
、
第

三
章
に
お

い
て
吉
蔵
、
第

四
章
に
お

い
て
智
顕

・
灌
頂

の
法
華
経
疏

を
取
り
挙
げ

て
考
察
す

る
。
と
く
に
、
第
三
章

の
吉
蔵

に
お

い
て
は
、
第

一
節

で

『
法
華
玄
論
』
、
第

二
節

で

『
法
華
義
疏
』
、
第

三
節
で

『
法

華
統
略

』
の
解
釈
を
考
察
し
た
。

以
上
、
中
国

の
法
華
経
疏

に
対
す
る
研
究

の
中
で
、
単
行
本
と
し
て
発
表

さ
れ

て
い
る
代
表
的
な
も

の
を
紹
介

し
た
。
最
後
に
、
代
表
的
な

法
華
経
疏

の
訳
注
研
究

の
現
状

に

つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。

道

生

の
法
華
経
疏

に

つ
い
て
は
す

で
に
紹
介

し
た
よ
う

に
、
英
訳
、

一
字
索
引
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
法
雲

『
法
華
義

記
』
に

つ
い
て
は
ま

だ
訓
読
文

も
発
表
さ
れ
て

い
な

い
。
吉
蔵
疏

や
智
顕
疏
に
対
す

る
影
響

の
大
き
さ
か
ら
言

っ
て
も
、
訳
注
研
究
が
待
望
さ
れ
る
。
『
法
華
文
句
』

に

つ
い
て
は
訓
読
文

が
発

表
さ
れ

て
い
る
だ
け

で
あ

る
。
『
法
華
玄
義

』
は
訓
読
文
が
発
表
さ
れ

て
い
る
ほ
か
に
、
す

で
に
紹
介

し
た
よ
う

に

巻
第

一
の
現
代
語
訳

・
注
が
発
表

さ
れ
、
ま
た
巻
第

一
下

の
途
中
か
ら
巻
第
二
下
ま

で
の
英
訳
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
吉
蔵

の

『
法
華
玄
論
』
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に

つ
い
て
は
す

で
に
紹
介

し
た

よ
う

に
、
巻
第

四
ま

で
の
訓
読

・
注
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
『
法
華
義
疏
』

に

つ
い
て
は
、
訓
読
文

が
発
表

さ

れ

て

い
る
。
『
法
華
遊
意
』
に

つ
い
て
は
す

で
に
紹
介
し
た
よ
う

に
、
現
代
語
訳

・
訓
読
文

・
注
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
『法
華
統
略
』
に

つ
い

て
は
、
ま
だ
訓
読
文
さ
え
発
表
さ
れ
ず
、
吉
蔵

の
法
華
経
疏

の
中

で
も
最
も
研
究
が
遅
れ
て

い
る
。

い
ず

れ
に
し
ろ
、
文
献
学
的
研
究

の
柱
と

し

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
華
経
疏

の
現
代
語
訳

・
注

・
索
引

の
作
成
が
望

ま
れ
る
。

な
お
、
中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
に
対
す
る
研
究
論
文
は
多
数
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
割
愛

せ
ざ

る
を
え
な

い
。
近
年
、
日
本

で

は
、
吉
蔵

の
法
華
経
疏
に
対
す
る
研
究
が
盛

ん
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら

の
論
文
に

つ
い
て
は
、
平
井
俊
榮
監
修

『
三
論
教
学

の
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
九
〇
年
)
の
末

尾
に
付
さ
れ
て

い
る
論
文
目
録
を
参
照
さ
れ
た

い
。

[付

記
]
本
稿

の
内
容

の
う
ち
、
(
17
)
を
除

い
た
部
分

に

つ
い
て
は
、
左

の
雑
誌
に
英
訳
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
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本
稿

の
校
正
中
に
、
奥
野
光
賢
編

『
法
華
遊
意

一
字
索
引
』
(
一
九
九
三
年
+
二
月
)
が
刊
行

さ
れ
た
。


